
令和４年３月２８日 

道路局 国道・技術課 

「道路橋の集約・撤去事例集」の公表 
～地方公共団体における集約・撤去の取組を促進～ 

 

○ 今後、道路橋等の維持管理・更新費の増加が懸念される中、持続可能な道路

管理を実現するためには、老朽化対策の一つとして、地域の実情や利用状況

などに応じ、集約・撤去を選択肢として検討していくことが重要です。 

○ そのため、地方公共団体における集約・撤去の取組の一助となるよう、道路橋

の集約・撤去の取組事例をもとに、好事例や参考となる情報をとりまとめました

のでお知らせします。 

 

「道路橋の集約・撤去事例集」の概要 

１． 道路橋における集約・撤去の意義 

地方公共団体において、集約・撤去に取り組むきっかけを与えられるように、

道路橋における集約・撤去の必要性、集約・撤去に取り組むメリットを整理 

 

２． 道路橋における集約・撤去事例 

取組事例として、対象橋梁の概要、位置図、事業内容、集約・撤去の経緯、

担当課を紹介 

 

３． 集約・撤去を進めるうえでの検討項目・留意事項 

  事業着手までの主な検討事項や長寿命化修繕計画策定時における検討事項、

利用者・住民との合意形成事例、関係機関との協議における留意事項を記載 

 
「道路橋の集約・撤去事例集」は、以下の Web ページにてご覧いただけます。 

 https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/tekkyo-jirei.pdf 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省道路局 国道・技術課 道路メンテナンス企画室 課長補佐 谷、二宮（内線 37892、37863） 

（代表） 03-5253-8111 （直通） 03-5253-8494 （ FAX ）03-5253-1620 



道路橋の集約・撤去事例集の概要

□各章における主な記載事項および活用例
目次構成 記載事項 活用例

1.はじめに 本事例集を作成する背景等を記載 ―

2.道路橋における集約・撤去の意義
地方公共団体において、集約・撤去に取り組むきっか

けを与えられるように、道路橋における集約・撤去の

必要性、集約・撤去に取り組むメリットを整理

利用者・住民等に対して集約・撤去の必要性

を説明する際の参考とする

3.道路橋における集約・撤去事例
取組事例として、対象橋梁の概要、位置図、事業内容、

集約・撤去の経緯、担当課を紹介

集約・撤去の対象候補を抽出・選定する際

や事業内容を検討する際に参考とする

4.

集
約
・撤
去
を
進
め
る
う
え

で
の
検
討
項
目
・留
意
事
項

4.1 主な検討項目
集約・撤去を進めるうえでの事業着手までの主な検討

項目（検討事例）を一覧表として記載

集約・撤去を進めるうえで、どのような検討

が必要かを把握する際に参考とする

4.2 計画・調整段階
長寿命化修繕計画策定時における検討事例、留意事

項を記載（対象候補の抽出事例、コスト効果算出事例

等）

管理橋梁全体から集約・撤去対象候補を抽

出する等、計画策定時の検討事項として参

考とする

4.3 利用者・住民との合意形成 利用者・住民との合意形成事例、留意事項を記載 利用者・住民との合意形成時に参考とする

4.4 関係機関との協議 関係機関との協議における留意事項を記載 関係機関との協議時に参考とする

□集約・撤去事例集の公表目的と位置付け
○ 今後、道路橋等の維持管理・更新費の増加が懸念される中、持続可能な道路管理を実現するためには、従来の事後保
全から予防保全への早期転換を図るとともに、老朽化対策の一つとして、地域の実情や利用状況などに応じ、集約・撤
去を選択肢として検討していくことが重要。

○ 地方公共団体に向け実施した「集約・撤去に関するアンケート」では、「地元や利用者の理解が得られない」が約6割、「集約・
撤去を進める順序・作業内容がわからない」が約2割を占めるなど集約・撤去を進めるうえでの課題が明らかになっている。

○ そのため、地方公共団体における取組の一助となることを目的に、本事例集では、集約・撤去の取組事例をもとに、好事
例や参考となる情報をとりまとめて公表。
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道路橋の集約・撤去事例集の概要（各章の記載内容）

２章：道路橋における集約・撤去の意義
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記載事項：地方公共団体において、集約・撤去に取り組むきっかけを与えられるように、道路橋における集約・

撤去の必要性、集約・撤去に取り組むメリットを整理。

活用例：利用者・住民等に対して集約・撤去の必要性を説明する際の参考とする。

＜道路橋における集約・撤去の必要性＞ ＜集約・撤去に取り組むメリット＞

〇道路橋における老朽化の進展

〇老朽化に伴う落橋リスクの増加

〇地方公共団体における厳しい財政状況

〇管理職員の不足（人材不足）

〇道路橋を取り巻く社会構造の変化

• 周辺道路網の整備、土地利用等の変化等に伴い、
利用交通量が減少している橋梁も散見。

• 建設時からの役割が変化している橋梁も存在。

• 建設後の経過年数の増加に伴い、判定区分Ⅲ、
Ⅳの割合が高くなっている。

• 地方公共団体における判定区分Ⅲ、Ⅳに対する修
繕等措置に着手した割合は55%に留まっている。

• 国内において老朽化が原因で落橋した事例も確認
（写真1参照）。

• 通行止め等を実施していたとしても、落橋によって
桁下の河川断面を阻害するなど、二次的な被害に
波及してしまうリスクも懸念。

• 老朽化対策の財源確保が課題。
• 約9割の自治体が現状の予算では、既存の道路施
設を維持しきれなくなることを懸念。

• 橋梁管理に携わる土木技術者が存在しない割合
は、町で2割以上、村で5割以上（図1参照）。

〇管理者としてのメリット

〇利用者・周辺住民にとってのメリット

• 維持管理・更新費等の縮減
• 管理瑕疵リスクの除去
• 管理負担の軽減（点検や補修等の実施に伴う手続き・調
整・管理等）

• 河積阻害の解消（治水効果の向上）

• 落橋による事故の危険性の排除
• 集約・撤去による付加的なメリット（人道橋へのダウンサ
イジングにより通行安全性が向上等）（図2参照）

写真1 老朽化が原因で落橋した国内事例
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図1 市区町村における橋梁管理に携わる
土木技術者の人数

図2 集約・撤去による付加的なメリット事例



道路橋の集約・撤去事例集の概要（各章の記載内容）

３章：道路橋における集約・撤去事例
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記載事項：取組事例として、対象橋梁の概要、位置図、事業内容、集約・撤去の経緯、担当課を紹介。

活用例：集約・撤去の対象候補を抽出・選定する際や事業内容を検討する際に参考とする。

表1 集約・撤去の取組事例一覧
事業内容ごとの取組事例を一覧
表（表1参照）で示したうえで、
個々の取組事例について対象橋
梁の概要、位置図、事業内容、
集約・撤去の経緯、担当課等を
紹介



道路橋の集約・撤去事例集の概要（各章の記載内容）

４章：集約・撤去を進めるうえでの検討項目・留意事項
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記載事項：集約・撤去を進めるうえでの事業着手まで

の主な検討項目を一覧表として記載。

活用例：集約・撤去を進めるうえで、どのような検討が

必要かを把握する際に参考とする。

４.１：主な検討項目 ４.２：計画・調整段階
記載事項：長寿命化修繕計画策定時における検討事

例、留意事項を記載。

活用例：管理橋梁全体から集約・撤去対象候補を抽出

する等、計画策定時の検討事項として参考と

する。
表2 集約・撤去を進めるうえでの主な検討項目（検討事例）

図3 集約・撤去対象橋梁選定フロー例

長寿命化修繕計画策定時の検討事例として利用状況、迂回距離等の把握事例、
集約・撤去対象候補の抽出事例（図3参照）、コスト効果の算出例等を整理。



道路橋の集約・撤去事例集の概要（各章の記載内容）

４章：集約・撤去を進めるうえでの検討項目・留意事項
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記載事項：利用者・住民との合意形成事例、留意事項

を記載。

活用例：利用者・住民との合意形成時に参考とする。

４.３：利用者・住民との合意形成 ４.４：関係機関との協議
記載事項：関係機関との協議における留意事項を記

載。

活用例：関係機関との協議時に参考とする。

合意形成の対象者、説明内容（図4参照）、合意形成に向けた対応・工夫事例
等、合意形成時に参考となる情報を整理。

図4 説明資料例

交差物件の管理者や占用物件管理者等の関係機関との協議に当たっての留
意事項を整理。


